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民間支援機関・実務者紹介 ～東京更生保護女性連盟～ 

 

今回は、東京更生保護女性連盟の横山智惠子会長と田中眞津子副会長にお話を伺いまし

た。 

東京更生保護女性連盟は、東京都内の 34 地区更生保護女性会で組織されています。東京

管内の各地区更生保護女性会相互の連絡調整を支援し、更生保護女性会の充実を図ること

を目的とし、地区更生保護女性会への情報提供、地区相互の情報交換、関連団体との連絡

調整等を行っています。 

横山会長も田中副会長も、それぞれ地区更生保護女性会において活動なさっています。

更生保護女性会の活動についてお聞きしました。 

 

東京更生保護女性連盟 横山智惠子会長、田中眞津子副会長インタビュ

ー（令和７年１月３１日） 
 

――更生保護女性会とはどのような会ですか。 

更生保護女性会は、更生保護に協力するボランティア団体です。「更生保護」とは、非行

や犯罪に陥った人たちが再び社会の一員として立ち直るのを助けようという制度です。 

 全国に 1,200 を超える地区更生保護女性会があり、会員数は約 12 万人です（令和 6 年

度）。東京には 34 地区更生保護女性会において 9,000 人弱の会員が活動しています。 

更生保護女性会の活動の目的は、「更生保護女性会綱領」に表されているとおりです。私

たちは、地域において、この綱領を実現するために活動しています。 

 

――更生保護女性会の会員はどのような方たちですか。保護司などの更生保護に関わっている方

やその関係者が多いのでしょうか。 

いえ、今はそういったことはありません。女性だけの地域のボランティア団体として、

民生児童委員、自治会の役員、地域のスポーツ委員など地域で役割を担っている人も入っ

更生保護女性会綱領 

一 私たちは 一人ひとりが人として尊重され、社会の一員として連帯し、心豊かに生きら

れる明るい社会をめざします 

一 私たちは 更生保護の心を広め、次代を担う青少年の健全な育成に努めるとともに、関

係団体と提携しつつ、過ちに陥った人たちの更生のための支えとなります 

一 私たちは 知識を求め自己研鑽に励むとともに、あたたかな人間愛をもって明るい社会

づくりのために行動します 
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ていますし、一般の地域住民も入っています。会の趣旨に賛同し、綱領に基づいて活動で

きる女性であれば、どなたでも自由に参加できます。 

更生保護に特に関わりのなかった一般の会員が多いということは、皆様に知っていただ

きたいことの一つです。犯罪や非行をした方が、更生保護関係者との関わりだけで更生で

きるわけがありません。更生保護女性会に一般の会員がたくさんいることは、犯罪や非行

をした人たちが多様な人からの支えを得られることなので、とても良いことです。 

（横山会長）私は、民生児童委員の活動をしているときに声が掛かり、仲間と誘い合わ

せて入会しました。 

（田中副会長）「更生保護女性会の研修は刑務所見学に行くらしい」と聞いて入会する人

も多いです。 

 

――更生保護女性会の活動について教えてください。 

 都内 34 地区更生保護女性会において、それ

ぞれ独自性ある活動を展開しています。幅広く

活動しており全てを紹介することは難しいの

で、共通する活動についてお話します。 

まず、施設に対する支援として、都内 18 か

所の更生保護施設を連携して支援しています。

東京更生保護施設連盟の女性部と交流して、要

望を聞いてできるところをお手伝いしていま

す。また、少年院、刑務所などの矯正施設や、

乳児院、児童自立支援施設などに対する慰問活

動、それぞれの施設の実情について理解を深め、できる支援を行っています。施設に対す

る支援の内容は、生活物資の提供、食事づくり、料理教室や誕生会の開催、花壇づくりな

ど多岐にわたっています。 

又、各地域における地域活動も重要な活動です。その地区内の関係機関・団体と連携し

て、子育て支援、登下校の見守り、子ども食堂の運営などをしています。 

なお、非行や犯罪に陥った人の立ち直りの支援には、豊かな知識や経験が必要ですの

で、そのため研修体制もしっかりしており、年 3 回の研修で自己研鑽します。 

 

――更生保護女性会の活動の魅力はどのようなところにありますか。 

 それは、定年がなく、生涯現役で活動できることです。ボランティアなので義務はあり

ません。それぞれの会員が、できるときにできることを楽しく、明るく、無理をせずやっ

ていくのがモットーなので、食事会などの楽しい催しもあります。 

東京更生保護女性連盟 

 田中眞津子副会長（左）、横山智惠子会長（右） 
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自分の意思で動けること、活動を通じていろんな人と友達になれること、矯正施設など

のことを知ることができることが魅力です。社会を明るくする運動の期間中には更生保護

女性会向けのイベントもやっています。 

 

――このインタビューが掲載されるメールマガジンは、区市町村の再犯防止に関わる担当者の方た

ちに配信されます。読者に向けてのメッセージをお願いします。 

区市町村のご担当者には、各地区更生保護女性会が活動に際していつもお世話になって

おります。 

更生保護女性会が何をやっているか分からないという方も多いですし、保護司ですら私

たちの存在を知らない方もあるくらいですので、国や東京都の計画の中に「更生保護女性

会」という言葉を入れてもらったことはとても良いことで、私たちにとって前進でした。

東京都内には、まだ区市町村再犯防止推進計画が策定されていない基礎自治体もあると聞

きますが、既存の計画、これから策定される計画の中に更生保護女性会を位置付けてほし

いと思っています。 

 

――更生保護女性会には一般の会員が多いということでしたが、このインタビューを読んで更生保

護女性会の活動に興味を持った人は、どこに問合せをするのがよいでしょうか。 

日本更生保護女性連盟のホームページに、各女性連盟の連絡先が掲載されているので、

どうぞご覧ください。（https://www.kouseihogo-net.jp/hogojosei/list.html）。 

または、お住まいの区市町村にお問い合わせください。 

 

https://www.kouseihogo-net.jp/hogojosei/list.html

